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研究成果の概要（和文）：文字言語より音声言語が基礎的なものであることは多くの言語学者に認められている
が、実際の研究は文字言語が中心で、日常会話の非流ちょうな発話の研究は多くはない。この研究は非流ちょう
性を音声言語の宿命と認め、これに文法的な観点から光を当てるものであった。過去の研究は形態素の音韻的複
雑さが非流暢性のパタンに影響すると指摘しているが、これとは別に、我々は言語の膠着性の高低が、形態素内
部でのとぎれ型続行方式のつっかえの自然さに影響するという仮説を提出し、韓国語・シンハラ語・タミル語・
中国語・トルコ語・ハンガリー語・フランス語についてこの仮説の妥当性を検討した。

研究成果の概要（英文）：The fundamental status of spoken language relative to written language has 
been acknowledged by many linguists. However, actual research on language has focused on the written
 form, and there are very few research on natural disfluent speech in daily conversation. This 
project sheds light on the inherent disfluency of spoken language from a grammatical point of view. 
Previous research has pointed out the possibility of relevance of morphological complexity to the 
plausibility of disfluency patterns. Apart from this, we suggest that the degree of agglutinativity 
of a language also affects disfluency. According to our Agglutinativity Hypothesis, a high degree of
 agglutinativity of a language tends to allow for a [prolongation + continuation] type of disfluency
 within a single morpheme. We showed this based on observation of Chinese, French, Hungarian, 
Korean, Sinhalese, Tamil, and Turkish in addition to Japanese.

研究分野：話しことばを中心とする言語学

キーワード： 非流ちょう性　通言語的　つっかえ　膠着語　日本語　話しことば　文法　延伸型続行方式
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我々が普段何気なく話している発話は、母語話者といえども非流ちょうであるが、かなりの秩序があり、言語の
タイプごとに違いが見られるということを実際に示した。日本語をはじめとする膠着語（こうちゃくご)は、聞
き手にとっては、語を理解しても文を同時に理解することができず、格助詞のようなことばを聞くまで文理解が
進められないという、「待たされる言語」である。この言語の話者は、自分が得た語の情報を、文理解が可能に
なるまで心内バッファ（一時貯蔵所）にとどめておく能力が鍛えられているので、「ブルキナファソ」を「ブル
ーキナファソ」と言うような、入力のおかしな語がまかり通るのではないか，というのが仮説の内容である



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 20世紀以降の言語学は、規範主義を脱し、現実重視の記述主義で進んできた。また、文字言語よりも音声言語を基
礎的なものと認めてきた。だが、非流ちょうな発話には注意が向けられていなかった。わずかに、大規模コーパスを
用いた計量的な非流ちょう性研究が、非流ちょう性のパターンには、当該言語の形態素の構造の違いが影響するとい
う仮説を述べている程度であった。 
しかし、非流ちょう性は、音声言語の宿命的な傾向である。というのは、多くの場合、文字言語と音声言語の違い
は、単なるメディア（文字・音声）の違いで終わらないからである。人間が文字を読む速さが書く速さを大きく上回
るため、書き手と読み手はふつう、同じ場に共在しない。また、文字は遠方への運搬・長期の保存が比較的容易であ
る。これらの事情は文字言語を、どこの誰に読まれても差し支えない一般的な知識を、きちんと語る言語にしがちで
ある。これはあくまで傾向だが、文字言語が文字言語であることから導かれる、いわば宿命的な傾向である。文字と
は対照的に、人間が音声を理解する速さは、音声を発する速さにたいてい合わせられる。このため、話し手と聞き手
は同じ場に共在しやすい。また音声は話す瞬間にその場で消えていくはかなさを持っている。これらの事情は音声言
語を、対面型のコミュニケーションの言語にしがちである。これは、音声言語は本来、相手の反応を見ながらその場
で即時的に、つまり推敲や事前の練習無しで発せられがち、非流ちょうになりがちだということでもある。この非流
ちょう性は、音声言語が音声言語であることから導かれる、宿命的な傾向である。 
 日本語には話し手のきもちやキャラに応じて、実に多様な「つっかえ方」があるが、他言語では必ずしもそうでは
ないという感触を得ていた筆者は、つっかえ方を中心とした非流ちょう性発話の通言語的研究を思い立つに至った。 

２．研究の目的 
本研究は、日本語に似た諸言語のつっかえ方の調査、さらに日本語とあまり似ていない諸言語のつっかえ方の調査
を通じて、言語を越えたつっかえのあり方を解明するという、これまでにない目的を持つものであった。さらに、つ
っかえの研究を大幅に進展させることによって、「非流ちょう性」の研究全体を活性化させ、自然な音声言語の文法の
開拓に貢献しようとするものであった。 
つっかえ方の言語対照は、具体的には、「膠着性の高い言語は、形態素内部で延伸型続行方式のつっかえが容認され
やすい」という仮説（膠着性仮説）の妥当性をめぐるという形で展開されることになった。日本語と「膠着言語的」「基
本語順が SOV」「pro-drop 言語」といった文法的な特徴を共有しているトルコ語・朝鮮語・タミル語・シンハラ語・
ハンガリー語について、また、これらの共通特徴を持たないフランス語と中国語について、つっかえの調査研究をお
こなうこととした。 

３．研究の方法 
 先行研究である上述のコーパス研究には、データの判断基準が漠然としている点がいろいろと見つかったので（た
とえば破裂音の前にとぎれがあるように思える発話データについて、それが本当に「とぎれ」なのか、あるいは破裂
音を長い時間をかけておこなっているために閉鎖部分が目立った「延伸」なのかを判断する根拠は述べられていない）、
本研究ではこの方法論を踏襲せず、我々独自の方法論で調査をおこなった。 
第 1 の調査として、高膠着性の諸言語を対象に、文法的境界でない箇所での延伸の有無を観察した。対面式録音ブ
ース（ガラス窓のある壁で隔てられた 2室の防音室，YAMAHA AVITEX）に各言語の母語話者 2名に入ってもらい、相手
と対面しながらという、なるだけ自然環境に近い状況で数時間の会話音声を得て、その中に、形態素の内部で延伸型
続行方式のつっかえが現れるか否かを観察した。観察対象は、日本語の他、文法的な特徴を共有しているトルコ語・
朝鮮語・タミル語・シンハラ語・ハンガリー語である。 
第 2 の調査は、話者間の個人差という問題を解消するためのもので、これは、実験参加者に複数個の発話音声を聞
かせて、それぞれ本物の電話対話の発話か否かを判断させ、「本物でない」と判断した場合はその理由も自由記述で答
えさせるというものである。すぐ下で述べる理由により、発話音声はいずれも現実の会話から採集されたものではな
く、それぞれの言語ごとに、同一人物によって演じられたものである。（特に電話対話の発話としたのは、対話相手の
発話音声が聞こえないことを実験参加者に納得させるための設定である。） 準備された発話音声のうち、1 つの発話
音声だけは、形態素内部に延伸型続行方式のつっかえを含んでいる（以下この発話音声を「問題の発話音声」と呼ぶ）。
問題の発話音声が、まさに「ここがおかしい（つまり形態素内部での延伸型続行方式のつっかえに違和感がある）」と
いう理由で「本物でない」と判断されるか否かを調べるのがこの調査の目的である。問題の発話音声が、延伸型続行
方式のつっかえではない他の理由により「本物でない」と判断される可能性を考慮して、問題の発話音声と似ていな
がら延伸型続行方式のつっかえだけは含まない発話音声も作成し、（問題の発話音声を聞かされていない）別の参加者
に聞かせ、「本物でない」と判断される程度を比較した。問題の発話音声を現実の発話から採集せず、演じて作成した
のは、この比較において、現実の発話と演じられた発話の違いを考慮しなくて済むようにするためである。また、そ
もそも演じられた発話音声は「本物」という判断をどの程度得られるのか、逆に言えば「本物でない」という判断が
どの程度つきまとうものなのかという当該の話者の「技能」、さらにその「技能」が発揮された疑似電話発話の中で問
題の発話音声がどの程度もっともらしく聞こえるのかを見るため、延伸型続行方式のつっかえを含まない演技発話を 2
つ作成し、これも併せて参加者に聞かせ、本物か否かを判断させた。観察対象は、日本語・トルコ語・朝鮮語・タミ
ル語・シンハラ語・ハンガリー語の他、日本語と共通の文法的特徴を持たないフランス語・中国語である。 

４．研究成果 
 いずれの調査においても、膠着性によると思われる影響が観察された。すなわち、観察した高膠着性言語はすべて、
会話内に、形態素内部で延伸型続行方式のつっかえを含む発話が確認できた（調査 1）。さらに、調査対象者が或る程
度の数にのぼった日本語・フランス語・中国語において、形態素内部での延伸型続行方式のつっかえを理由とする違
和感の指摘が、日本語で 49 人中 1人にとどまる一方、フランス語で 42 人中 3人、そして中国語で 64 人中 8人という
差が得られた（調査 2）。もちろん、演じられた電話発話の出来具合が、言語間で揃っているという保証は無い。「発話
を聞いて本物の電話発話か否か判断する」という課題も、参加者たちがこれまで全く経験したことのないものであろ
う。そのため、いたずらに猜疑心をかき立てられた参加者が、実際の電話会話にもよく見られる発話特徴を、本物で
ない発話の証しと誤認してしまうといったこと、あるいはそもそも発話のあちこちに注意が分散して適切な判断がで
きないといったことが、課題遂行の中で生じた可能性は否定できない。しかしながら、上述の言語差が、そうした事
情に全て還元し尽くされるとも考えにくいだろう。いま述べた問題は、この研究の中で培われた国際的な研究者のネ
ットワークの中で、今後さらに改善をはかっていきたい。 
 その他、研究を進める過程で、非流ちょう性、ひいては音声言語の文法についても様々な進展を見た。 
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